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令和4年8月23日

群馬県医師会

会長須藤英仁様

群馬県後期高齢者医療広域連合

広域連合長 清水聖義

（公印省略）

令和4年度重複投薬者等保健指導事業の実施について（依頼）

日頃から、後期高齢者医療広域連合業務にご理解、ご協力を賜り感謝申し上

げます。

当広域連合では、保険者の皆様が生活の質を保ち健康に過ごしていけるよう

「重複投薬者等保健指導事業」を実施いたします。

つきましては、対象となる被保険者にリーフレットを送付し適正受診の案内

や希望者に対し健康相談を実施いたしますので、貴医師会のご理解とご協力を

賜りますとともに、貴医師会所属の先生方へ周知くださいますようよろしくお

願い申し上げます。

拝馬県後期高齢者医療圧

総務課保健指導室松本

電話：027-256-7113

FAX:027-255-1312

WAIL: infb@gunma-kc
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令和4年度重複投薬者等保健指導事業

1． 目的：重複投薬者等に対して健康に関する相談を受け、不安の解消に努めるととも

に、適正受診、保健福祉サービス等の利用等を促し、医療費の適正化を図ることを目

的とする。

2．対象者

同月内に2医療機関以上から同一の薬剤を処方されている期間が3か月継続してい

る人（対象診療月：令和4年3月～5月の各診療分）

3．実施方法

事業の実施にあたっては市町村協力のもと、広域連合が実施するものとする。

実施方法は以下の2通りとする。

①上記対象者のうち、一体的実施事業実施市町村在住者にはリーフレット送付。

（通知文：別紙1、 リーフレット ：別紙3）

②上記対象者のうち、一体的実施事業未実施市町村在住者にはリーフレットと、

相談希望調査票を配布、希望者に対し保健指導を実施する。保健指導の方法

は電話指導を主体とする。 （通知文：別紙2、 リーフレット：別紙3，調査票

別紙4）

4．通知発送予定

令和4年8月末

5．通知発送予定者

839人（内訳： 3－①728人、 3－②111人）
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令和4年8月 日

〒郵便番号

住所

氏名 様 番号

群馬県後期高齢者医療広域連合

広域連合長清水聖義

（ 公印省略 ）

お薬との上手な付き合い方について

～後期高齢者医療被保険者の方へのご案内です～

この手紙は､皆様の医療機関等受診状況より、同一の薬剤処方が重なっている方(令

和4年3．4．5月時点）を対象にお送りしています。

皆様が元気で過ご､すためには、病気の予防。悪化の予防をすることが大切です。そ

のためにできることの1つとして、 「医療機関への適正受診」があります。例えば刻複

数の医療機関で薬の処方があり、薬の量が増えている"または"似た作用の薬が重なっ

ている"などにより、思いがけず心身の不調が起こることがあります。

現在受けている病気の治療を安全に続け、思いがけない薬の副作用等から身を守る

ために参考となるパンフレットを同封させていただきますので、ぜひご覧ください。

※おひとりおひとりに合った具体的な相談をご希望の場合は、かかりつけ薬局の薬

剤師にお問合せください。

ｒ
‐ 、／ 【お問合せ】

群馬県後期高齢者医療広域連合

総務課保健事業室松本・大山

電話027-256-7113

ノ、
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令和4年8月 日

群馬県後期高齢者医療

被保険者様

群馬県後期高齢者医療広域連合

広域連合長清水聖義

（ 公印省略 ）

お薬との上手な付き合い方について

～後期高齢者医療被保険者の方へのご案内です～

この手紙は､皆様の医療機関等受診状況より､同一の薬剤処方が重なっている方(令

和4年3．4．5月時点）を対象にお送りしています。

皆様が元気で過ごすためには、病気の予防・悪化の予防をすることが大切です。そ

のためにできることの1つとして、 『医療機関への適正受診」があります。例えば"複

数の医療機関で薬の処方があり、薬の量が増えている"または"似た作用の薬が重なっ

ている"などにより、思いがけず心身の不調が起こることがあります。

現在受けている病気の治療を安全に続け､思いがけない薬の副作用等から身を守る

ために参考となるパンフレットを同封させていただきますので、ぜひご覧ください。

また、群馬県後期高齢者医療広域連合では皆様の健康づくり支援として、保健師に

よる電話相談を行っています｡相談の希望の有無を同封したアンケートにご記入の上、

9月16日（金）までに、ご返信ください。後日、保健師からご連絡させていただき

ます。

~、
／ 【お問合せ】

美零戦
群馬県後期高齢者医療広域連合

総務課保健事業室松本・大山
電話027-256-7113

、 ノ

望



I

電話健康相談について

ご返信期日 へ
ﾛ4年9月16日まで（必

1または2に○をつけてください。

電話健康相談を希望します1

希望曜日：月・火・水・木・金

希望時間帯：午前・午後

相談内容（簡単に）

（ ）

＊保健師からご連絡いたします。

2．希望しません。

【理由】

ア自分でかかりつけ医に相談する．相談している。

イ自分でかかりつけ薬局に相談する．相談している。

ウ自分で住んでいる役所や保健センターの

保健師に相談する．相談している。

工その他

（ ）

【群馬県後期高齢者医療広域連合】

な

氏名

生年月日

住所 ● ● ●

電話番号
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O『副作用かな？｣と思ったら
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すぐに医師や薬剤師に相談してください。

薬を使用して異常を感じたら、すぐに医

師や薬剤師に相談してください。副作用は

ひどくなる前に治療することが大切です。

病気と薬1こついての正しい知識を持ちまし同
。■■■=■刀■b■■■■■■●■ロ■■●口印■■■■0■■曲申■'mQb白、■■白■心橿■口亭■ ■■■ご■■秒■旬■■■p■■■■■BG館■■■■■■■■aユ■｡■毎口■■■●■■
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今は「先生におまかせ」という時代

ではありません。わからないことや疑

問に思ったことは、医師や薬剤師にき

ちんと質問し、理解しましょう。

●

自分の体のことです。自分の病状や薬

の効き具合を把握して、主体的に病気の

治療に取り組みましょう。

こうした“自分の健康は自分で守る”

取り組みを、 「セルフメディケーシヨン」

●
●

医師を疑っているようで悪い？
L一一

といいます。

薬を安全に正しく使うために聞いておくこと

画 ■副作用。用必要 ？？

□どんな副作用があるの？
□この薬は何に効くの？

用が出たときは
すればいい？

？
口薬を飲まないと、

どうなるの？？ ？
宮

q慰重晃
一

二

口他の薬や食べ物との

飲み合わせは？
？

□どのくらいの期間、

飲むの？

②口薬を飲み忘れたときは？
ー

②－－ □口薬の保管'望

口量を減らしたり、

やめることはできるの？ ？
？
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（
０とくに高齢になると薬が効きやすく、

副作用が出やすいので
注意が必要です。

●

Ｌ
ｎ
ｍ
ｖ

、q こんな症状は副作用かも…症ん 力 もL

そのほか

●頭が混乱したり、

興奮することがある

（せん妄）

●便秘。下痢

●尿が出づらい。尿もれ

｜
I

ノ

食欲低下ふらつき.転倒

どうして副作用が出やすいの？

内臓機能が衰え、若い頃とは
薬の効き方が変化するためです。

q 、高齢者に副作用が起こる
‐‐ ニ ー ． － ． ．－～三里＝_-全 一一堂 ‐ 、 - -.-.--.-----.----－一一一 －－ －－－－ － － 一 一

者 起 る
ー■■■■

し匠司 田 ズ力メ ム
一
一
・

肝臓の働きが低下／腎臓の働きが低下

十
后亘 慌砺

薬の分解速度が遅れる／薬の体外への
はいせつ

排泄が遅れる 若い人

↓
薬の成分が体内に残ってしまう

↓
露

薬が効きすぎて副作用が起こる
高齢者が若いときと同じような量の薬を服用

すると、知らぬ間に薬が効きすぎて、副作用を
引き起こす危険性が高まります。そのため、年
齢に応じた薬の用法・用量(調節)を行うことが
大切です。

不安や心配なことがあれば

医師や薬剤師に相談しましょう。

｢副作用の防ぎ方｣は中面へ

mZg五畳H1 gggをg低回u6gIRgp3gE5ErNggggEEEXgEHX屑HgEE園思凶茜9塁gセビggggRfRgSg§せRQ2aZK壇目星目彊妥EgIgEgg5pQg5803qQEg盗量暫薗g胃E蝿Bgggm叩Eg6gfE鋤gS8Eg2鋼
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’ 療寶せつや<!!I-侯残薬ゼロで
一一一一一一一一一 Lロ一一一一一一一一一一一一一－

医師から処方された薬を大量に飲み残す「残薬』。とくに高齢者はいくつかの持病をか

かえ、数種類の薬を長期間処方されることが多いため、残薬が多くなりがちです。

残薬は、症状悪化の危険を招くだけでなく、医療費のムダ遣いにつながります。医師

や薬剤師と上手に付き合って、飲み残しを防ぐ取り組みを始めましょう。

医師

ト ／〆

病院は薬をもらいに行くところだ

医療機関は病気や健康状態をみてもらうところで、薬

らいに行くところではありません。医師の診断や処方を
（や

卑
画

して、薬をむやみにほしがらないようにしましょう。使いき
れずに余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょう。や

画
葎
令
璽
迩

|薬が合わないとき、症状がないとき、
|薬を勝手に中止してはいけない
｜楽刀､モヨ〃恐し、こさ、迩圖X刀､恐し、こさ、

薬を勝手に中止してはいけない

凸

処方された薬はきちんと使うことが、治療に役立ち、副作

用を防ぎます。自己判断による薬の中断に関わるトラブルが
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医師や薬剤師に

相談してね！

多くあります。自己判断せず、医師に相談しましょう。

飲み忘れは気にしなくていい

薬を飲み忘れたときは、次回分から決められた時間に

のが墓本ですが、薬により違いがあるので、自己判断せ

剤師に相談しましょう。2回分まとめて飲むのは危険性が大
きく、絶対にやめましょう。

’
’ 感夕郵

同
同
ｎ
門
■
■

３
月
腱
水
木
金
エ

飲み忘れ防止
の アイデア『‐

●机の上など、常に目につく所に置く。

●薬をもらったら、飲む日付やタイミングを書く。

●薬を1回分ずつまとめ、カレンダーのポケット’●薬を1回分ずつまとめ、カレンダーのポケットに入れていく。

※薬剤師に、薬1回分を1袋にまとめてもらえないか相談を。

●少ない服薬回数ですむ薬に変えられないか、医師に相談する。
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